
 

  

こんにちは、 今年も締めくくりの月に入りましたが、皆さんは来年のカレンダーや手帳の準備はお済みで

すか? 今、店先には新しい年のカレンダーや手帳がずらっと並んでいますね。 実務的なもの、キャラクタ

ーもの、インテリアのポイントになるものなど、たくさんの種類に目移りしてしまいます。 一年を通じて

使うものですから、ぜひ気合を入れて選びたいものです。 さて、１２月３日は「カレンダーの日」という

ことで、私たちの生活に欠かせないカレンダーがいつから使われているのか調べてみました。 カレンダー

の基になっている暦は、古代バビロニア帝国の僧侶たちが、一定の周期で起こる月の満ち欠けを発見したこ

とが始まりと言われています。 そしてその時、観測用の印をつけた粘土板が、カレンダーのはじまりのよ

うです。 月の満ち欠けを使う太陰暦から始まった暦は、太陽の動きを取り入れた太陽太陰暦に改良され、

日本には６世紀に中国から伝わりました。 その頃のカレンダーのようなものは、巻物や小冊子の形式で、

なんとすべて手書き！ そのため、ごく少数の上流階級の人が使うものだったようです。 貴族たちはそこ

に書かれた季節や年中行事、日々の吉凶を参考にして生活をしました。 現代の私たちが、手帳でスケジュ

ール管理をしているのとそっくりですね。 鎌倉時代末期には印刷されたものも登場し、暦そのものもだん

だん普及していきます。 明治５年、新橋～横浜に鉄道が開通した年に、暦も西洋諸国と同じものに揃えら

れ、現在使われているグレゴリオ暦に変わりました。 新しい暦に人々が慣れた頃、カレンダーの形にも変

化がでてきます。 西洋風の卓上カレンダーや日めくりカレンダーの登場です。 また、新聞の折り込みに

などで入るカレンダー付き広告の前身ともいえる、「引き札（広告チラシ）」に暦をつけた「引き札略歴」も、

この頃から作られたそうです。 これが、企業広告カレンダーのはじまりだそうですよ。 今ではすっかり

お馴染みの月単位のカレンダーが登場するのは、意外にも昭和に入ってから。 手帳もカレンダーも、新し

くなると何だかワクワクしますね。 ぜひ、これぞ！という、お気に入りを見つけてください。 新しい年

が、楽しい予定でたくさん埋まるような良い年になりますように。        院長 祁答院 公興 
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